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も
含
ま
し
め
、
古
今
の
凡
て
を
網
羅
し
た
瓢
に
あ
る
。

　
上
篇
は
第
一
編
を
先
史
時
代
「
こ
し
、
第
二
編
を
有
史
時
代
ミ
し

殊
に
城
螂
ω
憂
遷
、
儒
教
算
氏
及
び
道
教
閣
係
の
紳
廟
…
、
佛
教
關

係
の
思
郷
に
つ
い
て
詳
蓮
さ
れ
、
下
篇
に
於
て
は
第
一
章
に
奉
天

以
北
の
先
史
時
代
を
、
第
こ
章
に
其
鼠
子
時
代
を
、
第
三
章
に
は

安
奉
沿
線
の
諸
薦
蹟
を
牧
め
て
あ
る
。
績
志
の
方
は
多
少
趣
を
異

に
し
て
み
る
。
満
州
は
遼
海
の
東
西
に
よ
っ
て
其
歴
史
傳
詮
に
大

き
い
相
蓮
が
あ
り
、
民
族
上
よ
り
云
へ
ば
遼
西
は
東
胡
で
遼
東
は

勝
差
派
㌦
こ
も
云
ふ
べ
く
、
面
白
い
封
照
を
な
し
て
居
る
。
八
木
氏

は
先
づ
こ
れ
ら
の
渤
海
灘
の
周
幽
に
棲
息
し
九
古
代
の
民
族
蚊
に

彼
等
一
こ
漢
民
族
ミ
の
文
化
交
渉
を
閲
明
せ
ん
ε
さ
れ
た
が
族
行
不

可
能
の
爲
に
上
に
述
べ
た
如
く
昭
和
三
年
秋
中
野
の
一
部
及
び
遼

東
の
峡
漏
を
税
察
し
て
他
の
特
種
調
査
を
省
略
し
て
本
書
の
膿
行

を
み
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
先
づ
総
論
に
於
て
、
渤
海

岸
の
古
民
族
、
こ
先
史
時
代
の
閥
係
、
塵
境
族
ミ
慕
黒
氏
の
興
亡
、

佛
教
の
東
漸
ε
民
族
關
係
等
の
題
下
に
一
般
大
勢
論
を
蓮
べ
た
後

第
咽
章
を
遼
東
、
第
二
章
を
貫
禄
、
第
三
章
を
繋
束
州
の
記
述
に

あ
て
ら
れ
て
る
る
。
適
応
に
も
撫
黙
黙
菟
論
、
及
び
南
蘇
新
城
ミ
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南
北
癬
城
子
論
の
如
き
は
、
皆
實
地
上
の
槻
察
に
基
い
た
も
の
で

机
上
の
察
論
－
こ
は
異
り
注
附
す
べ
き
も
の
ミ
思
ふ
。
下
篇
の
終
に

は
古
蹟
分
布
賂
闘
を
付
し
各
冊
八
木
氏
自
ら
憶
想
の
略
圃
、
及
び

蕗
教
育
研
究
所
の
鶏
中
秀
作
氏
が
撮
影
し
た
一
部
の
霜
解
を
入
れ

理
解
を
助
け
て
み
る
。
筆
者
も
云
は
れ
る
如
く
、
概
し
て
興
陳
本

位
で
は
な
く
多
少
堅
苦
し
い
観
も
あ
る
が
、
元
來
一
時
眼
葡
の
便

の
み
を
圖
つ
た
も
の
で
な
い
か
ら
、
寧
ろ
將
來
に
は
却
っ
て
稗
釜

す
る
所
が
あ
る
ざ
信
ず
る
。
露
盤
的
続
計
的
紹
介
、
こ
別
に
此
書
に

よ
っ
て
満
州
の
紹
介
き
れ
る
事
は
意
義
深
い
も
の
一
こ
云
は
ね
ば
な

ら
ぬ
〔
今
石
〕
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史
學
概
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著

　
事
物
を
史
的
に
考
察
す
る
こ
一
こ
が
近
時
あ
ら
ゆ
る
方
弼
で
重
要

覗
さ
れ
る
や
う
に
な
っ
て
來
た
が
，
世
人
の
多
く
は
末
だ
実
學
に

關
す
る
明
確
な
る
知
識
を
具
へ
す
動
も
す
れ
ば
誤
っ
た
観
A
芯
を
懐

い
て
み
る
も
の
が
少
く
な
い
の
で
本
書
は
鍵
人
に
史
蹟
芝
は
如
弼

な
る
も
の
で
あ
る
か
・
こ
い
ふ
概
要
を
知
ら
し
め
や
う
、
こ
す
る
も
の

で
、
全
編
を
原
理
論
ぐ
」
方
法
學
・
こ
の
二
部
に
分
ち
、
前
者
に
は
輿
．

墨
の
概
念
、
歴
史
認
識
、
鷹
史
の
分
類
、
史
観
の
憂
遷
、
の
四
章



を
．
後
者
に
は
縮
詮
、
慶
料
學
、
史
料
批
判
學
、
綜
合
、
表
現
の

五
章
を
立
て
、
附
録
に
は
史
墨
に
封
ず
る
疑
義
、
史
融
て
こ
赴
會
墨

古
文
書
墨
及
び
古
書
學
に
就
い
て
、
町
史
の
教
育
的
懐
値
、
の
四

編
を
牧
め
、
最
後
に
史
學
に
帯
す
る
参
考
害
を
懇
切
に
紹
介
し
て

あ
る
。
そ
の
厨
設
は
著
者
が
斯
界
の
碩
墨
の
先
玉
を
重
ん
ず
る
ε

い
ふ
念
慮
に
基
づ
い
て
東
西
諸
墨
者
の
樺
威
あ
る
論
著
を
要
約
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
讃
者
は
之
に
よ
っ
て
史
學
に
驕
す
る
大
罷

燕
礎
的
知
識
を
了
得
す
る
こ
ε
が
幽
諮
る
（
四
六
版
、
三
九
二
頁
、

東
京
，
早
稻
特
大
學
嵐
版
部
勲
労
、
償
二
、
五
〇
）
〔
松
野
Ψ

　
　
翻
近
世
世
界
政
治
外
交
史
論
　
文
學
士
吉
村
勝
治
著

　
近
代
の
生
活
は
凡
て
國
際
的
な
憂
こ
こ
ろ
に
大
な
る
償
値
を
置

か
う
、
こ
し
て
み
る
。
政
治
の
進
蓮
、
郷
濟
、
詮
術
、
学
術
、
思
想

等
の
畿
展
も
、
こ
の
世
界
的
進
歩
を
理
解
せ
す
に
は
眞
飼
の
判
断

を
な
し
得
な
い
，
殊
に
最
近
の
政
治
惰
こ
外
交
は
實
に
複
難
微
妙
な

國
黒
瀬
係
を
基
礎
ε
し
て
動
い
て
み
る
。
か
、
る
世
界
の
國
際
關

係
の
子
忌
を
傭
る
に
あ
た
っ
て
、
浮
々
の
新
聞
紙
上
の
記
事
は
其

の
局
部
の
報
道
に
專
な
る
た
め
に
、
、
大
勢
の
推
移
を
総
摂
し
が
た

い
。
こ
の
鮎
に
於
て
適
當
な
る
最
近
世
史
が
一
般
國
民
常
識
の
上
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に
も
必
要
隔
こ
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
歴
更
家
の
研
究
は
、
概
ね
距
り

た
る
時
代
に
寧
ろ
興
味
を
置
き
、
最
近
の
情
勢
を
知
る
べ
き
基
礎

隔
こ
し
て
の
歴
輿
は
、
專
門
的
研
究
は
瑚
こ
し
て
、
多
く
顧
ら
れ
な

い
さ
ま
で
あ
る
。
本
書
は
其
書
名
の
示
す
如
く
、
「
自
佛
蘭
西
革
命

至
ロ
カ
ル
ノ
條
約
、
近
世
世
界
政
治
外
交
愛
論
」
ざ
し
て
著
者
が

特
に
現
代
生
活
、
こ
關
係
深
き
近
世
の
世
界
史
的
進
展
を
総
括
せ
ん

ミ
の
群
馬
よ
り
、
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
浩
溝
な
る
專
門
的
著

述
が
も
つ
難
解
な
る
事
實
の
細
叙
、
敏
科
書
的
編
著
に
あ
る
無
味

乾
燥
の
い
つ
れ
の
弊
に
も
隔
る
こ
、
こ
な
く
、
其
方
法
に
於
て
は
學

術
的
に
し
て
其
目
的
に
あ
っ
て
は
愛
用
的
な
る
を
期
し
て
、
著
者

が
立
命
館
大
學
、
大
谷
大
學
に
於
け
る
近
世
史
講
義
の
纒
験
よ
り

廣
く
政
治
外
交
の
全
般
に
亙
り
て
史
實
、
こ
詐
論
を
適
當
に
庭
理
按

排
し
て
こ
の
論
証
を
な
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
從
っ
て
本
書
の
特
色
は
こ
・
に
あ
っ
て
、
登
艦
に
於
て
繁
簡
よ

ろ
し
き
を
得
、
記
す
る
一
こ
こ
ろ
は
寒
蘭
西
革
命
の
思
想
的
方
面
よ

り
繋
累
及
那
翁
戦
雫
、
産
業
革
命
、
米
國
モ
ン
ロ
ー
圭
義
、
英
國

選
暴
法
改
正
，
普
難
戦
雫
、
英
誓
言
黛
政
治
及
二
大
政
治
家
、
愛

蘭
難
題
等
種
々
興
味
あ
る
問
題
に
よ
っ
て
章
節
を
立
て
、
更
に
三

　
　
　
　
　
　
・
第
三
號
　
　
一
三
…
　
（
　
四
五
三
）


